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Abstract

Ingeneral,itisverydifficulttocontrolheadandneckcancerwithretropharyngeallymphnode(Rouviere

lymphnode:RLN)metastasis.Hyperthermiacombinedwithradiochemotherapywasattemptedhrthetreatment

ofanoropharynxcancerwithanRLNandbilateralcervicallymphnodesmetastases.andresultedinacomplete

response.

A65-yearoldmanwasreferredtoourcliniccomplainingofpainintheoropharyngealregion.MRIimaging

revealedanoropharyngealtumormasslesionandsomemetastasestoanipsilateralRLNandbilateralsuperior

internaljugularlymphnodes(SIJLN).Pathologically,itwasawell-differenciatedsquamouscellcarcinoma,

classifiedasstage4accordingtotheUICCclassi丘cation.

Wetreatedthispatientwithacombinationofbyperthermia,usinga2,450-MHzmicrowaveheatingsystem,

irradiationandchemotherapy.ThetumortemperatureinsidethebilateralSIJLNwasmaintainedatover43℃for

about40minutes.Hyperthermiawasperbrmed8times(twiceaweek),combinedwith60Coirradiation(2Gy/day,

total70Gy),CDDP(long/day,total60mg)and5FU(125mg/day,total5,625mg)administeredthroughintra-arterial

injection.Thetumorsizedramaticallydecreased,and丘nallydisappeared6monthslaterjudgingbasedonMR工

Thepatientdiedofpneumonia1year10monthslaterwithoutanyreccurencearoundtheoropharyngealareaand

regionallymphnodes.

Thepresentcasesuggeststhathyperthermiacombinedwithradiochemotherapyisaneffectivestrategyforthe

advancedheadandneckcanserswithretropharyngeallymphnodemetastases.
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和文抄録

外側咽頭後リンパ節 (いわゆるRouviereリンパ節 :RLN)に転移をきたした頭頚部癌の制御は極めて困難である｡

今回,RLNおよび両側頚部リンパ節に転移をきたした中咽頭癌に対し,放射線化学療法を併用した温熱療法を施行し,

著効を得たので報告する｡

症例は65歳,男性,口峡咽頭部の痛みを主訴に当科を受診｡MRIでは同部に腫蕩陰影,片側のRLNおよび両側上内

探頚リンパ節(SIJLN)に転移を認めた｡病理組織学的に高分化型扇平上皮癌と診断され,UICC分類ではStage4である｡

本例に放射線療法と化学療法を併用し,2450MHzのマイクロ波空間放射型加温装置を用いた温熱療法を施行する

こととした｡両側のSIJLNにおける腫蕩内温度は43℃以上約40分間維持された｡温熱療法は8回 (週2回)施行し,

60Co照射(2Gy/日,計70Gy)級,CDDP(10mg/日,計60mg)と5FU (125mg/目,計5,625mg)の動注療法を併用し

た｡治療後,腫癌は著明に縮小し,MRIでは6か月後に消失した｡肺炎で死亡するまでの1年10か月間,口峡咽頭や

所属リンパ節に再発は認めなかった｡

以上,放射線化学療法を併用した温熱療法は外側咽頭後リンパ節転移をもきたした進行頭頚部痛の制御に有力な治

療法であると考える｡

緒 昌

外側咽頭後リンパ節 (いわゆるRouviereリンパ節)

は後咽頭隙内に存在するため,同リンパ節への転移は,

耳鼻咽喉科領域での下咽頭癌症例を含めると比較的多

いが1~3),口腔外科領域原発の腺癌ではまれであり4,5),い

ずれにしても,その治療にあたっては難渋し,予後も

極めて不良である1~5)｡

当科では1986年から,口腔外科領域の手術制御不能

な進行癌や再発癌を対象に,放射線療法と化学療法に

温熱療法を同時併用した温熱化学放射線療法を臨床導

入し,1992年には,歯学部附属病院に口腔癌温熱療法

システムが設置された｡ 現在までに進行癌や再発癌30

例を治療し,これらの原発巣および頚部リンパ節転移

巣の制御に有効であることを報告してきた6-9)｡

今回は,外側咽頭後リンパ節および両側頚部リンパ

節に転移をきたした中咽頭癌の進行例に対し,温熱化

学放射線療法療法を施行し,著効が得られたので,本

症例の概要を報告する｡

症 例

患者 :65歳,男性

初診 :1996年4月12日

主訴 :左側咽頭部から頬部の痛み

既往歴,家族歴 :特記事項なし｡

現病歴 :1996年 2月上旬,左側顎下部に腫脹を自覚

したが放置していた｡3月上旬,左側咽頭部に腫脹を

生じ,徐々に増大し,4月 7日より接触痛,瞭下痛も

出現したため,某開業歯科を受診し,当科を紹介され

来院した｡

現症

全身所見 :身長 161cm,体重 51kg｡

口腔外所見 :顔貌は対称,顔色良好｡リンパ節所見 :

左側上内深頚リンパ節は長径40mmと腫大し,可動性は

消失｡右側上内深頚リンパ節は長径32mmと腫大し,可

動性は軽度みられた (写真 1)｡

写真 1:初診時の両側頚部

両側の上頚部に腫大したリンパ節を認める (矢印)｡

口腔内所見 :左側口蓋舌弓を中心に,28×23mm,境

界比較的明瞭な表面願粒状,弾性硬の腫癌を認め,接

触痛がある (写真 2)｡

画像所見 :CTおよびMRI所見では左側口蓋舌弓部

を中心に腫癌様陰影を認め,内側翼突筋との境界は不

明瞭で,上顎洞後外側壁の被壊が認められる｡ また,

両側上内深頚リンパ節は左側が長径42mm,右側が長径

32mmと腫大し,左側で内頚動静脈と接している｡ さら

に,左側外側咽頭後 リンパ節が12mmに腫大している

(写真 3)｡

胸部X線所見 :右肺下葉に50mm以上の腫蕩様陰影を

諾める (写真4)｡
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写真2:初診時の口腔内写真

左側口蓋舌弓を中心に腫痕を認める｡

写真3:初診時のMRI像 (TZ強調)
上内深頚リンパ節は左側42mm,右側32mmに腫大し
(矢印),左側外側咽頭後リンパ節も12mmに腫大し
(失頭),高信号域として認められる｡

写真4:初診時の胸部Ⅹ線写真

右肺下葉に50mm以上の腫疹様陰影を認める (矢印)｡
原発性肺癌と確定診断された｡

45

臨床診断 :左側中咽頭癌,T4N2cMx,StageⅣ｡

処置および経過 :同年4月16日に入院｡本学第二外科

と対診し,胸部の精査と併行して中咽頭癌の治療を先

行することとした｡中咽頭癌から生検し,高分化型扇

平上皮癌 (浸潤様式3型)の病理組織診断を得た｡治療

は手術制御不能と判断し,温熱化学放射線療法を適応

した｡すなわち温熱療法として5月1日から5月27日まで,

2450MHzマイクロ波空間放射型加温装置 (アロカ社製

HMS-020A⑧)を用いた｡加温中の腫蕩内温度を数か所

で温度するために,超音波診断装置の誘導下,両側の

上内深謀転移巣に温度センサー専用のカテーテルを留

置し6),両側の上頚部を中心に43℃40分の加温を週2回,

計8回施行した (写真5)｡放射線療法は4月26日から6

月19日まで60coを1回2Gy,計70Gy照射した｡また化

学療法は4月24日,左側浅側頭動脈から逆行性に,動

注化学療法のためのカテーテル設置術を施行,照射前

戚威噂

一㌦で
ヽ

.lL-.

写真5:マイクロ波空間放射型加温

両側上内深頚転移巣に温度センサー専用カテーテル

を留置し,温度測定している｡

に5FUを1回250mg,計5625mg,および温熱療法施行

時にCDDPを1回10mg,計6回60mgを動脈内投与した｡

治療終了後,口腔内の腫癌は著明に縮小 し,消失し

た｡また,痛みも消失した (写真6-A)｡ 両側頚部の転

移巣は7月8日のMRI所見で消失し,また,外側咽頭

後リンパ節も縮小,10月7日のMRI像でほぼ消失した

(写真6-B)｡

初診時胸部Ⅹ線像にて認められた腺癌像は肺原発の

扇平上皮癌と診断され,8月16日,外科にて右側肺下葉

切除術を受け,9月4日退院した｡

退院後は1年間,UFT400mg/日を内服し,この間,1997

年1月13日には入院下,CDDP60喝を静脈内投与した｡

その後も定期的に経過観察を行い,CTおよびMRI検査

にて原発および頚部,外側咽頭後リンパ節に再発がな
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写真6:治療後の口腔内(A)とMRI写真(B)

治療後,口腔内の腫蕩は消失した(A)0

両側頚部のリンパ節転移巣は治療後3か月,外側咽

頭後リンパ節転移巣は治療後6か月に消失した(B)｡

いことを確認 した｡ 胸部も定期観察を受けていたが,

翌1998年2月10日,上気道炎に雁患 し,初診後1年10か

月にて肺炎による呼吸不全のため死の転帰をとった｡

考 察

外側咽頭後 リンパ節に転移をきたした頭頚部癌は,

根治的外科療法の適応になることは非常に少なぐ 2),放

射線治療も無効とされ3),放射線,化学療法を含めた報

告例2･4･5)では全例が6か月から1年以内に腫疲死しており,

予後は極めて不良である｡

当科での手術制御不能な進行例や再発例の原発巣お

よび頚部リンパ節転移巣における温熱化学放射線療法

の有効性については,これまでにも報告し6~9),5年累積

病巣制御率は,温熱療法導入前の放射線化学療法施行

例における22.2%に比し,46.0%有意に上昇し,68.2%を

示 し,高い成績であるといえよう｡ 頚部リンパ節転移

巣については,Arcangeliら10),valdagniら11)も温熱放

射線療法による累積病巣制御率は,それぞれ2年で

58.0%10),5年で68.6%11)と,ほぼ同様の成績を報告して
いるが,これまで,外側咽頭後 リンパ節転移巣に対す

る温熱療法についての報告は皆無である｡

本症例では温熱化学放射線療法により,他病死する

までの1年10か月間,原発巣および外側咽頭後リンパ節

を含めた転移巣の制御が可能であった｡温熱療法を行

うに際しては,確実に腫蕩内の有効温度を維持するこ

とが重要であり12),そのためには加温方法の確立と加温

部の温度測定が必要である6-9)｡本症例では,原発巣およ

び転移巣が比較的浅在性であったことから,マイクロ

波空間放射型加温装置を用いた9)｡加温域は両側の上頚

部とし,特に患側では原発巣および外側咽頭後リンパ

節 も確実に加温域に含まれるべ く,マイクロ波放射筒

の方向を設定した｡温度測定は両側の上内深頚転移巣

に温度センサー専用のカテーテルを留置することによ

り,毎回腫疲内温度を数か所で測定しえた｡ 8回全て

に43℃以上40分間の有効加温が得 られたが,この点に

ついては,主に皮膚の高温域による痛みや正常組織の

傷害13,14)を避けるため,歯科用ユニットのスリーウエイ

シリンジで空冷を十分に行いながら,出力を最大200ワ

ットまで,投入可能であったことが,有効加温を維持

するのに,効を奏したものと思われる9)｡

以上の温熱療法と,外側咽頭後リンパ節を確実に照

射野に含めた放射線療法,CDDPを中心とした化学療法

の三者による同時併用効果が発現し15･16),原発巣および

外側咽頭後 リンパ節を含めた転移巣を制御できたもの

と考えられる｡ したがって,温熱化学放射線療法は外

側咽頭後リンパ節自体への温度センサーの留置は不能

であるものの,制御困難とされる同リンパ節-の転移

巣のコントロールに際して,選択すべき有力な治療法

と考えられる｡

結 童五
【1口

外側咽頭後リンパ節および両側頚部リンパ節に転移

をきたした中咽頭癌の進行例に対 し,温熱化学放射線

療法を施行し,著効が得 られ,他病死するまでの1年10

か月間,腫癌を制御 しえた 1例を経験 したので報告し

た｡

本論文の要旨は第23回 (社)日本口腔外科学会北日本地

方会 (1997年5月,秋田市)で発表した｡
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